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八
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書
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ヤングさんのオーケストラ

なかえ　よしを

たんぽぽのちいさいたねこちゃん

なかや　みわ

だいじょうぶくん

魚住　直子

香君　上 ・ 下

上橋　菜穂子

人面島

中山　七里

燕は戻ってこない

桐野　夏生

コスメの王様

高殿　円

人生の決算書

曽野　綾子

梅
雨
明
け
も
間
近
、
少
し
ず
つ
暑
く
な
る

日
々
が
夏
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
本
格
的
な
夏
の
到
来
で
す
。

図
書
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
向
け
の
夏
休

み
に
お
す
す
め
の
本
や
、
大
人
も
楽
し
め
る

色
々
な
本
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
本
の
世
界
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

児童書一般書

八
火
図
書
館
だ
よ
り

町 民 文 芸

こ
の
中
で
も
、
三
島
は
六
十
三
年
に
候
補

に
な
っ
た
が
「
比
較
的
若
い
の
で
深
く
検
討

し
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
日
本
文
学

研
究
者
は
「
こ
の
繊
細
な
す
ば
ら
し
さ
を
誰

が
翻
訳
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
月
十
一
日
更
に
追
加
の
選

考
資
料
の
記
事
が
出
る
。
外
国
人
二
人
が
一

位
と
二
位
で
川
端
は
三
番
手
で
あ
っ
た
。
ア

カ
デ
ミ
ー
に
は
判
断
が
つ
か
ず
、
日
本
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
十
人
に
聞
き
取
り
を
し
、

「
川
端
は
日
本
的
で
、
谷
崎
は
世
界
的
」
「
谷

崎
の
小
説
は
読
者
を
引
き
付
け
る
力
が
強

い
。
川
端
は
谷
崎
に
比
べ
難
し
い
」
「
川
端

は
日
本
の
悲
し
み
を
表
現
し
て
い
る
」
二
人

は
拮
抗
し
て
い
た
。

六
十
一
年
に
は
三
島
が
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

通
じ
て
川
端
を
推
薦
、
谷
崎
が
死
に
、
決
定

的
に
な
っ
た
の
は
、
六
十
六
年
、
作
家
伊
藤

整
の
言
葉
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
「
絵
画
の

歌
麿
、
広
重
の
よ
う
に
、
川
端
は
日
本
の
古

典
文
学
を
受
け
継
ぎ
、
伝
統
的
な
精
神
と
人

生
観
、
鋭
い
観
察
眼
が
融
合
し
て
い
る
」
「
日

本
文
学
の
代
表
者
と
し
て
唯
一
推
薦
で
き
る

作
家
は
川
端
で
あ
る
」
と
し
た
文
書
を
同

委
員
会
に
渡
し
て
い
る
。
現
在
の
事
務
局
長

は
、
「
川
端
の
受
賞
時
に
は
批
判
は
全
く
な

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
」
と
話
し
た
。

「
雪
国
」
VS
「
山
の
音
」

法
道
寺　

本
田　

花
風

枯
山
水
の
先
に
造
り
し
山
の
景

四
、
五
十
本
の
小
木
茂
る

　
　
　
　

 　

 

西
上
宮　

村
内　

一
誠

炎
帝
の
島
地
八
幡
阿
吽
像

人
語
を
風
に
伝
へ
け
る
ら
む         

              　

北
野
津　

井
田　

道
寛

新
じ
や
が
の
煮
染
め
た
の
む
の
電
話
来
る

友
は
七
十
我
は
九
十

　
　
　
　

  　

西
野
津　

古
崎　

ス
エ
ノ　
　
　
　

  

母
の
日
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
紅
香
る

は
れ
や
か
和
む
感
謝
な
り　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

  　

西
野
津　

古
崎　

栄
子

紫
陽
花
を
散
歩
帰
り
に
愛
で
し
女

今
は
彼
の
世
で
何
を
か
愛
で
む

              　

吉　

本　

髙
橋　

澄
子

万
感
の
思
い
の
こ
し
て
父
は
逝
く

瞼
の
娘
会
え
る
こ
と
無
く

　
　
　
　

  　

吉　

本   

高
瀬　

道
昭

短　

歌

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
と
ナ
ツ
ツ
バ
キ
咲
き
山
と
な
る

　
　
　
　

  　

西
上
宮　

村
内　

一
誠

ど
く
だ
み
や
白
き
無
実
を
叫
び
け
り

              　

北
野
津　

井
田　

道
寛

母
の
日
や
娘
と
行
く
ぼ
た
ん
観
音
寺

　
　
　
　

  　

西
野
津　

古
崎　

ス
エ
ノ

コ
ロ
ナ
禍
の
久
び
さ
出
掛
け
る
若
葉
晴
れ　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

  　

西
野
津　

古
崎　

栄
子

初
夏
の
陽
に
木
々
の
葉
揺
ら
ぎ
煌
め
け
り　
　
　
　

　
　
　
　

  　

吉　

本　

髙
橋　

澄
子

俳　

句

料理教室～くるくるコーンパン ・ レタスの煮びたし ・ もち粉でみたらし団子～

・毎月５日までに投稿してください。（投稿先：〒869-4814　氷川町島地642番地　企画財政課　☎0965-52-5850）

氷
川
町
の
人
は
、
「青
い
目
の
人
形
」

の
こ
と
は
よ
く
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
。

日
米
友
好
を
願
い
、
昭
和
初
期
に
ア

メ
リ
カ
か
ら
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
贈

ら
れ
た
人
形
で
す
が
、
戦
時
中
に
大
部

分
が
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

氷
川
町
の

「
青
い
目
の
人
形
」
は
、

宮
原
小
に
あ
り
ま
す
。
当
時
の
廣
松
朝

清
校
長
が
命
を
懸
け
て
人
形
を
守
り
ぬ

か
れ
た
そ
う
で
す
。

一
体
の
人
形
の
由
来
と
存
在
を
知
る

事
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
怖
さ
を
思
い

出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
平
和
な
社
会
を
望
ん
で
い

ま
す
。
早
く
争
い
が
終
息
す
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

子
ど
も
向
け
人
権
啓
発
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
「
コ

コ
ロ
屋
」
を
視
聴
し
ま
し
た
。

「
心
は
、
人
権
の
大
切
さ
を
考
え
る

時
に
一
番
作
用
す
る
も
の
」
と
、
子
ど

も
た
ち
は
真
剣
に
見
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
石
か
ら
見
え
て
く
る
形
を
絵

に
表
現
す
る

「
ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
」
活
動
で
は
、
石
を
さ
ま
ざ
ま
な
方

向
か
ら
眺
め
、
「
魚

・
花

・
野
菜

・
ハ
ン

バ
ー
グ
・
お
に
ぎ
り
」
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク

な
形
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
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青
い
目
の
人
形

お
知
ら
せ

「
高
齢
者
の
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
人
権
啓
発
動
画
を
上
映
し
ま
す
。

◇
日
時　

７
月
１１
日

（月
）

　
　
　
　
　

 

13
時
30
分
～

（45
分
間
）

◇
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

今
月
の
ひ
と
～
新
美
南
吉
～

新
着
図
書
お
す
す
め
図
書

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

活
動
レ
ポ
ー
ト
⑲　
　
　
　
　
　
　

▲今回の料理教室では、もち粉

クレープ、ささ身の油淋鶏、手作

り味噌のコンニャク昆布漬けを

作りました。

◇日　 時 　7 月 16 日 （土）　午前の部 10 時、 午後の部 13 時 30 分 （各定員１０人） 

◇場 　所　 文化センター　調理室　　　　◇費　 用　 500 円 ( 当日徴収 )

◇申込期限　 7 月 8 日 ( 金 ) までに電話で申込み

◇持参物　 エプロン、 三角巾、 マスク、 タオル、 保冷バッグ、 水筒

◇申込先　地域おこし協力隊 ( 農業振興課内 )　☎ 0965-52-5854

▲氷川町産のもち粉を使ったク

レープはモチモチ食感です。

甘夏の実をきれいに取り出す方

法も伝えました。

▲氷川町産のもち粉を使った

「もちもちプチお好み焼き」を開

発しました。

道の駅竜北のおやつ工房で、

150円で販売しています。

ヤ
ン
グ
さ
ん
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
え

　
よ
し
を

　

有
名
な
指
揮
者
、
ヤ
ン
グ
さ
ん
が
記
者

に
た
ず
ね
ら
れ
た
「
指
揮
者
に
な
っ
た
き
っ

か
け
」
と
は
・
・
・
、
記
憶
を
頼
り
に
た
ど
り

着
い
た
先
に
は
、
少
年
時
代
に
公
園
で
出

会
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
の
存
在
が
。

　

生
き
る
上
で
大
切
な
想
像
力
、
感
謝
す

る
気
持
ち
を
描
い
た
絵
本
。

　

愛
知
県
半
田
市
に
生
ま
れ
た
新
美
南
吉

は
、
４
歳
の
時
に
母
が
亡
く
な
り
、
厳
し
い

少
年
時
代
を
過
ご
し
ま
す
。　

代
表
作
「
ご

ん
狐
」
は
、
最
初
に
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
に
掲
載

さ
れ
た
も
の
で
す
。　

結
核
の
た
め
29
歳
の

若
さ
で
亡
く
な
り
、
作
品
数
は
多
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
童
話
、
童
謡
、
詩
、
短
歌
、

俳
句
や
戯
曲
な
ど
を
残
し
ま
し
た
。

第
１
回
子
ど
も
人
権
教
室

「ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」

▲ストーンペインティングの様子

▲インスタ

　 グラム


